
尿素－硫酸法(果糖含量) 
 
1．試薬の調製 

10サンプル分(標準試薬 2サンプル＋試料 8サンプル) 
①標準試薬 
(1)フルクトース 0.2gをはかり取り、蒸留水で 1Lに定容して 200μg/mLの標準試薬とする。 
②80%(w/w)尿素－80%(v/v)硫酸 
(1)尿素 10gをはかり取り、蒸留水 15gを加えて混和する。完全には溶けないが、できる限
り混ぜる。 
(2)蒸留水 15mLに硫酸 10mLを加えて溶かす。必ず水に硫酸を加えること。 
(3)実験直前に(1)に(2)を加えて、尿素が完全に溶けるまで混ぜる。 
 
2．標準試薬 
(1)200μg/mL の標準試薬と蒸留水 2mLをそれぞれガラス試験管に取る。 
(2)それぞれに 80%(w/w)尿素－80%(v/v)硫酸 5mLを加えてよく混和する。 
(3) 15分間沸騰水浴中で加熱する。 
(4) 流水で冷却し，90分間室温（24℃）に静置する。 
(5) 光路長 1cmのセルを用いて波長 605nmの吸光度を測定する。ディスポセルを用いる場
合は、セルに混液を入れた後、速やかに測定を行う。 
(6)吸光度を横軸に、糖量を縦軸にとって一次回帰直線を作成する(2点検量)。 
 
3．試料の果糖含量の測定 
(1)準備した試料 2mLをそれぞれガラス試験管に取る。 
(2)それぞれに 80%(w/w)尿素－80%(v/v)硫酸 5mLを加えてよく混和する。 
(3) 15分間沸騰水浴中で加熱する。 
(4) 流水で冷却し，90分間室温（24℃）に静置する。 
(5) 光路長 1cmのセルを用いて波長 605nmの吸光度を測定する。ディスポセルを用いる場
合は、セルに混液を入れた後、速やかに測定を行う。 
(6)得られた吸光度を、作成した検量線に代入して果糖含量を算出する。 
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